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｢ 児童 ･ 生徒の 語桑の 拡充 ･ 深化 を目指 した指導法の 研究｣

形容詞 に着目し て

附属研究会国語部会 (竹早地区)

小学校 : 浅見 優子 仙頭 理恵 官寄 佐智子

中学校 : 赤荻 顕子 浅野 和子 川崎 正夫 鈴木 健
一

1 . 研究のねらいと方法

1 . 1 . ねらい

｢最近､ 児童 ･

生徒の語糞力が落ちて い る ｡｣ と いう意見がある ｡ 私たちも､ 常日頃の 授業や活動を通して児

童 ･ 生徒に接して いて , 語糞力の低下を実感することが多い｡

そ こで ､ 児童 ･

生徒の語糞力低下の実態はどうなのか ､ また ､ それに対して私たち国語の教師はどうすべ きか

を検討しようという ことが この研究のねらい である ｡

1 . 2 . 方法

まず始めに児童 ･ 生徒が書いた < 作文の 分析> と< 国語教科書における語秦の使用実態の分析> を行い ､ 児童

･ 生徒の語糞力の実態をあきらかにしてみるこ とにした ｡ 児童 ･ 生徒の作文を分析することで , 子 どもたちが使

用して い る語棄の実態を明らか にできるの で はないかと考えた ｡
また､ 国語の教科書を分析することで ､ 子ども

たちが接する語嚢の 一 端を明らかにするこ とがで きるの ではないかと考えた ｡ そ の際, 今回の研究で は､ 語糞力

を形容詞という品詞に限定した｡ それは, 形容詞が , 語嚢の中で も表現力に大きく関わる言葉で あることから,

着目してみる ことにした｡

児童 ･ 生徒の作文の分析で あるが ､ 今回の調査の ためではなく､ 日常的な作文指導として取り組んだ, 文化祭

的な行事である ｢ 竹早祭｣ の後に書いた小学校 2 ･ 3 ･ 5 年の 作文と校外学習後に書いた中学校 卜 3 年生の作

文の中から形容詞を見つ け, 出現数と語乗数を調べ まとめた. (平成 1 4 年度)

次に, 小学校 ･ 中学校で使用されて い る顔料書 ( 小学校は東京書籍, 中学校は学校図書) の中から形容詞を見

つ け出現数と語乗数を調べ まとめた ｡ ( 平成 1 5 年度)
1)

･ さらに , 作文と国語教科書から抽出された語柔を, 阪本
⊥
郎 『新教育基本語柔』 の ｢ その単語を学習する にふ

さわ しい学年ごとの分類｣ にしたが って分けて みた ｡
『新教育基本語棄』 を基にしたのは , そ の他にもいく つ か

の語嚢分類の研究が発表されて い るが , 語乗数の規模と分類の撤密さで . もっ とも信頼で きる と考えたからであ

る ｡ まとめられたのが古いという欠点はあるが , 十分現在でも通用する と考えた｡

以上の作業で形容詞をめぐる語秦の状況 を明らかにする｡ そ の上で ､ そうした実態に対して どのような指導が

求められて いるの かを検討して いき ､ 少しで も児童 ･ 生徒の語重力の不足に対する提言をして い きたい と考えた｡

2 . 教科書の 実態

平成 1 5 年度版の教科書(小学校は東京書籍､ 中学校は学校図書) における形容詞の使用の実態を調 べて みた｡

下にその 一 部を載せておく｡ 教科書の 中に出現した形容詞を､ 表の学年の欄に○で示 した ｡
2 回以上出て きて も

0 1 つ として ある｡

小 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 中1 年 2 年 3 年

あおい ○ ○ ○ ○ ○ . ○ ○

あおじろい ○

あかい ■○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あかちや いろい ○

あかるい ○ ○ ○ ○ ○

あさい ○ ○
.

あたたかい ○ ○ ○
_
■ ○ ○ ○

あたらしい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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あつ い (暑い) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あつ い (熱い) ○ ○ Q ○ ○ ○

あどけない ○

あほらしい ○

あぶない ○ ○ ○

あまい ○ . ○
■

○ ○

あや しい ○ ○ ○

あらあらしい ○

あらい ○ ○ ○ ○

あ,りがたい ○ ○ ○

い いづらい ○

い い ○ ○ ○ ○ ○ ○

やわらかい ○ ○

よい ○ ■○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

よろしい ○ ○

よわい ○ ○

よわよわしい ○

わかい ○ ○ ○ ○ ○

わかりにくい ○

わかりがたい ○

わかりやすい ○ ○ ○ ○ ○ ○

わびしい ○

わるい ○ ○ ○ ○ ′○

< 表
r

l >

これらを阪本 一 郎 『新教育基本語免』 による分類に当て はめてみて , そ の出現数を数えてみた｡ 『｢新教育基本

語嚢』 は ､ 1 9 , 2 7 1 語を ｢それら考学習するこ とが望ましい学年段階とその重要度｣ に応じて分類してい る｡

< A > が ｢ 小学校 1 年 - 3 年の段階｣ . < B > が ｢小学校 4 年
- 6 年の段階｣ < C > が ｢ 中学校 1 年 - 3 年の

段階｣ で ､ A が 4
,
3 0 0 語 B が 5 , 9 4 3 語 C が 9 ,

0 2 8 語を挙げてある｡ ( なお ,
『新教育基本語秦』

に載っ てい ない形容詞 ､ た とえば ｢ 人間らしい｣ ｢ わかりやすい｣ の ような複合形容詞や ｢子 ども っ ぼい｣ の よ

うな口語表現がい くつかあるが､ それらは数から除い てある｡)

小 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 中1 年 2 年 3 年

A 1 2 0 3 5 5 3 5 1 9 4 6 4 9 0 8 6 8 0.

2
･

1 4 3 3 3 2 9 9 6

B 1 1 2 2 8 1 0 1 0 1 5

2 3 ■4

3 2

C 1 1 1 1 1 2 3 3

2 2

3 2 1 1

4 1 2 2

総数 2 1 4 1 5 6 5 4 1 0 0 7 4 1 2 0 1 1 5 1 0 7

< 表 2 >

次に, 上 の出現数を, 阪本
一

郎 『新教育基本語嚢』 に載せられて いる形容詞と比較してみた ｡
左 の ( ) の数

字が 『新教育基本語桑』 に載っ ている形容詞の数で あるが, 教科書の出現数の割合を計算した ｡ A は , 小学校低

学年が学習する のが望ましい語費なの で A の割合だけを載せて ある ｡ 同様に , 小学校高学年は B を, 中学生は C
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を計算した｡ それぞれの学年で 出現した形容詞が同じものか , それ とも異なるものかを調べ るこ とも必要と考え

るが､ 今回は､ 3 つ の段階ごとの傾向をとらえられればと思い , この ような集計とした｡

小 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 中 1 年 2 年 3 年
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< 表 3 >

以上の ことから分かるのは ,

①形容詞の みの調査だが , 教科書に取り上げられ てい る語嚢数は全体的に見れば学年が上がる に従っ てお

おむね増加して いる｡ - し

②学年にふさわ しい語柔の増加という点からすると, そ の学年で学ぶべ き語嚢の出現の割合が , あまりに

も少ない ｡ 小学校の 1 - 3 年生で学ぶべ き語柔 (『新教育基本語秦』 で < A > に分類される語秦) で半

分にもならず, 小学校の 4 - 6 年生で学ぶべ き語柔 (『新教育基本語尭』 で < 白> に分類される語糞)

や中学校におい て学ぶ べ き語乗数 ( < C > に分類される語費) は, 2 割にも満たない o

これ では､ 表現力豊かな表現 ･ 理解に大きく関与してい る ｢ 形容詞｣ の習得はむずか しく､ 子どもたちの豊か

な表現 ･

. 理解を支える語糞力という点で , 周題が多い と考え盲｡

3 . 作文の実態

平成 1 4 年度に善かれた児童 ･ 生徒の作文の分析を行っ た ｡ 分析した作文は､ 1 1 月に行われた, 文化祭的な

行事である ｢竹早祭｣ の後に書いた小学校 2 ･ 3 ･ 5 年の各学年 4 0 人の作文と5 月 に行われた校外学習後 ( 1

年生は 2 泊 3 日で車山高原方面､ 3 年生は 3 泊 4 日で関西方面に行っ た) に書いた中学校 1 ･ 3 年生各学年 8 4

人の作文である｡ それらの中から形容詞を見つ け出現数を調べ まとめてみた｡ そ の結果の 一 部を載せておく｡ 作

文に出現した形容詞を, 表の学年の柵に○で示 したo 2 回以上出て きても､ 0 1 つ としてある｡

小 2 年 3 年 5 年 中1 年 3 年

あいらしい ○

あおい ○

あかい ○ ○

あかるい ○ ○

あさい ○

あたたかい ○

あたらしい ○
~
○ ○

あつ い (暑い) ○ ○ ○

あつ い ( 熱い) ○ ○

あぶない ○ ○

あまい - ○ ○

あやうい ○ ○

ありがたい ○ ○
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あわい ○

あわただしい ○

い い ○ ○ ○ ○ ○

いい ようのない ○

いけない ○

いそが しい ○ ○

いたい ○ ○ ○ ○ ○

うさんくさい ○

うすい ○

う つくしい ○

うまい ○ ○ ○ ○ ○

うらめしい ○

うらやましい ○

うるさい ○

うれ しい ○ ○ ○ ○ ○

< 表 4 >

これらを阪本
一

郎『新教育基本語嚢』の分類に当てはめてみ る｡ /ト学校から中学校になると数が多くな るの は､

人数の違い もあるといえるの で ､

一

人 あたりの出現数も計算してみた｡

小 2 年 3 年 5 年 中1 年 3 年 .

A 1 2 3 2 9 3 3 9 3 8 2

2 1 1 1 6 3

B 1 1 2 lⅠ】
2 1 1 1 2

3 1 1

C 1 1

2 1 1

3 1 2 2

4

総数 2 5 3 1 3 6 1 0 7 1 0 2

1 人あたりの出現数 0 . 6 3 0 . 7 8 0 . 9 1 . 2 7 1 . 2 1

< 表 5 >

これ らから分かることは ,

①全体的な傾向として ､ 学年ととf ' に形容詞の使用数は増えて いる｡

②形容詞の使用数が増えて はいるか, 学年相応の形容詞の使用数の増加量が少ない ｡

作文の形容詞使用の実態は､ 形容詞の習得が表現力の豊かさを支えているこ とから考え､ より多くの形容詞が

使用語桑として , 子どもたちに獲得させる必要性が大きい ことを示していると考える｡

4 . 授業実践

児童 ･ 生徒の実際に使用する形容詞や教科書に出て くる形容詞の数は少なすぎる現状の中で｣ 子どもたちの語

真の 中にも っ と形容詞を増や してい く指導が大切ではないか と考えた｡ そ こで ､

_
小学校 4 年生と中学校3 年生で

の実践を試みた｡

4 . 1 . 小学校で の実践

4 . l . 1 . 児童の 実態

1 学期に取り組んだ単元 ｢ あなたらしく 私らしく｣ では, 男を ｢ 君｣ , 女を ｢ さん｣ で呼び分けて い るこ と

一1 6 3 -



に関して意見を交換した｡ そ の結果, 自分とは違う考えをする友達､ 違う感じ方をする友達に気付いた｡ そ して ､

子 ども達は ｢君 ･ さん｣ という言葉に注目する ことで , 違いが明らかになる ことをき っ かけに ､ 言葉の もつ力に

関心をもち始めた｡

2 学期には, ｢落語, 漫才｣ に取り組んだ｡ 言葉は笑い を生み , 人を楽しく , 幸せ にする｡ 新しい自分や友達に

気付かせて もくれる ｡ そう した言葉の力に子 ども達は , 興味を示 し､ 夢中で活動に取り組んだ｡

3 学期で は､ ｢ 俳句｣ に取り組んでいる｡

以上のようにこの 1 年間､ 言葉をみつ め, 言葉の力と向き合 っ て きた｡ 言葉に対する関心は育っ てきて い る｡

こ の時期に, 言葉の働きに着目 し ｢ かざる言葉 ( 形容詞)｣ を見つ け出し､ 語嚢を広げて いく活動は, 4 年生の

学習の締めくくりとして有効であると考える｡ クラス の子どもたちも興味をも っ て取り組む こ とがで きると思わ

れる｡

4 . 1 . 2 . 実践

･ 対象 小学校 4 年 1 組 計4 0 名

･ 単元名 ｢ どれがいい ? -

もの の様子をくわ しくする言葉- ｣

･ 単元の目標

○ 言葉遊びを通 して , 形容詞の働きに気付く｡

○ 形容詞をたくさん使っ てお話を作る｡

･ 教材

『言葉図鑑③串ぜ るこ とば 仏)』 五味太郎作 借成社 1 9 8 6 年 4 月 1 日

･ 教師の願い

言葉に関心をもち, 言葉の もつ力につ い て , 追求してきた 一 年で あっ た o そ の締めくくりで あるこの時期に,

言葉の法則性に気付き､ 言葉の構造の 一 部を学習する ことは, 大切だと考える｡

また,
-

フ の名詞が , 形容詞を変えることで , そ のイメ ー ジをがらりと変えていく､ そ の変化こそ形容詞の も

つ 力だと思う. 五味太郎さんの ｢ ことばの図鑑｣ の魅力をばねに､ 形容詞の力に気付き､ 自ら形容詞を見つ け.

使 っ て いけるよう にしたい ｡

しか し, 4 年生 という ことを考え､ 形容詞 , 形容動詞, 連体詞な どの品詞分類はさけ､ ｢ 飾る言葉｣ と大きく

形容詞をとらえ､ 文作りをするなかで ､ 違いを感じ取ることを期待して いる｡

･ 学習の実際 (全 3 時間)

主な学習活動 指導事項 評価計画

■評価基準☆評価方法◇支援

1 .

_
どれがいい ? ○教師の 提示する言葉遊びを楽しみ , 学習に ◇言葉の意味が十分に理解で きな い

対する意欲をもつ ○ 児童のために, 五味太郎 ｢言葉図鑑｣

例) かわい い帽子, 美しい帽子 , 大きい帽子 ,

小さい帽子 ○
かぶるならどれがい い ?

最近､ 話題にな つ て い る魔法使い o おそろ し

い魔法使いや , 貧しい魔法使い ､ きたない魔

法使い , そそ つ か しい魔法使いなら どれがい

い ?

のイラス トを問題と
一 緒に見せる o

○か ざる言葉を使つ て ､ 友達がどれがよい か ■ 問題を作り､ 形容詞の 働きに気付

迷うような問題を作る ○ く○
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(例) かわい らしい赤ちやん
■
,
い さましい赤 ☆児童の作品.

ちや ん､ あ い らしい赤ちやん ､ か しこい赤ち ◇か ざる 言葉が見つ けられない児童

や ん には､ 教科書や 『言葉図鑑 - か ざる

○同じグル ー プの友達と問題を出し合い , 言 こ とば (A )』 の表紙などを利用する

葉の違いによ つ て変わるイメ
ー

ジを楽しむ o
こ とを勧める o

○数名の児童に作つ た問題を発表して もら ◇形容動詞, 連体詞な どが混じつ て

い , 感想を話し合い ､ か ざる言葉の働きに い しま つ て も, この時点では, ｢か ざ

気付くo

○作 つ た問題を発表し合い , かざる言葉の働

きに気付く○

る言葉｣ として認める○

2 . か ざる言葉 ○問題で使つ たか ざる言葉を整理分類し, ■形容詞を見つ け､ 語柔を増やす○

をた くさ ん見う ｢ い｣ で終わる言葉 ( 形専詞) に気付く○ ☆児童の発言,. 反応, 作品

けよう○ ｢ い｣ で終わる言葉 (形容詞) ◇作業が進まない児童には教師が
-

かわ いい , う つく しい ､ 大きい ,

小さい , そそ つ か しい

それ以外の言葉

やせ てい る, ふけてい る

一

文な しの ､ 貧乏な

○カ
ー

ドを分類, 整理 し, 反対の意味の言葉,

対にな つ て い る言葉から, 形容詞を見つ け,

語柔を増やす○

○さらに､ 教科書, 国語辞典な どか ら形容詞

を見つけ, プリン トに書き出す.

緒に作業を進める○

3 . か ざる言葉 ○プリントに書き出した言葉を使つ て ､
｢ ど ■見つ けた形容詞 を使うo

をたく さん使 つ れがい い ? ｣ の 問題を作り､ 意外な組み合 ☆児童の発言, 反応､ 作品

てお話を作ろう ○ わせから, 新しい意味を生み出すことを楽 ◇気に入 つ た言葉を挙げさせ, そ の

しむ
○

言葉を組み合わせて で きる話を 一 緒

○プリ ン トに書き出した言葉をたくさん使つ

て , お話を作る○

に作るo

4 . 1 . 3 . 成果と課題

五味太郎 ｢ 言葉図鑑｣ のイ ラス トは , 4 年生の言葉へ の関心 を大きく揺さぶ っ た｡ しか も ｢ どれがよいか迷う

ような問題｣ という問いかけも､ 興味をかきたて た｡ こうした働きか けは, 子 どもの主体的な活動を引き出す上

で有効であっ た.

また ､ 子ども達が問題作りで使由した言葉は , 形容詞という枠組み を大きく超え , 形容動詞, 連体詞は もち

ろん､ 動詞 , 副詞 , そして複合語まで駆使してい た｡ 日常会話や作文では使わないが , 知識として もっ て いる言

葉は予想外に多か っ た｡ さらに, 使われた言葉をもう
一 度振り返り, 共通点 (｢ い｣ で終わる言葉) を見つ け出す

児童もいた ｡ 文の法則性を発見する力は, 大切な言葉の力であると考える｡

そ して , 形容詞を探すこ とで ､ 今まで使わなか っ た言葉を意識させ ると同時に , 初めて 出会う言葉にも関心

考もたせる ことができた o 子 ども達の語嚢を広げるよい機会とする こともできた と思われ る｡
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今後も､ 子どもの語糞力を伸ばすために､ 言葉の働きに着目する学習を定期的に行うことは重要である と考

える ｡ そ して , 子 どもの発達に応じた語秦学習の 系統を研究し､ 竹早地区にお ける語嚢指導のカリキ ュ ラム作成

に取り組む必要性を感じて い る｡

4 . 土 中学校での実践

4 . 2 . 1 生徒の実態

第 3 学年は 1 クラス 4 1 - 4 3 名で , はぼ男女同数の 4 クラス 編成｡ ( そ のうち約半数が附属小学校からの 内

部進学者で あり, 1 5 名が帰国生徒枠による入学者､ 残りが 一 般試験による者である ｡) 全体として明朗活発であ

り■, 知的好奇心も旺盛で ある｡ しかし, 個人の興味関心に合致するか しないか で , 授業へ の取り組みの姿勢が決

定される傾向にあると予想されるの で , 授業設計には工夫を凝らす必要がある ｡

4 . 2 . 2 実践

･ 対象と位置づけ

中学校3 年 : 特設単元

･ 単元名 形容詞に着目した授業実践 〈ワ ー

ドハ ンティ ン グ - タイプ形容詞 - 〉

･ 単元の 目標

○形容詞につ い て再確認する o

O 形容詞を意識した作文を行う｡

･ 教材

○教科書口絵 ｢昔の 田子の浦｣ (『中学校国語 3 』 学校図書)

できるだけ単純なモ チ ー

フ の写真を革んだ｡

○ 『旅の絵本』 ( 安野光雅著 福音館書店 1 9 7 7 年初版)

字のな い絵だけの絵本で ありながら , 風景や人物がかなり細かく描写 されて い るところから ､ 言葉を探

し出して 作文を行うの にFま適当である と考えた. また, この 本は続編が 出されており , 本年には 『旅の絵

本Ⅵ』 が出版されて いる ｡ しか し, 『旅の絵本』 - 最新刊まで検討した上で ､
『旅の絵本』 が , 何気ないが

多彩な人物が描き込 まれており, 適当である と判断し, 教材に選定した｡

･ 学習の展開 (全 2 時間)

学習課題と評価の観点 学習内容 活動内容 活動形態 つ けた い力

･ 形容詞を含んだ短作文が

( 第1 時〉

発表

クラス

･

形容詞の獲

①教科書の 口絵 ｢昔の 田子の浦｣ を見る 得語秦を増

書ける ②描かれて い るもの につ いて , 短作文を行う 個別

クラス

やすことが

･ 形容詞の働きを理解する ③形容詞 につ いて確認する で きる

学習指導要領

･ で きるだけ多くの 形容詞 ④具体的に形容詞 を書き出す

を書き出せる

･

形容詞 を分類で きる

･ 付菱に 1 枚 1 語 で書く 個別

･ 個別 - 5 , 6 人 の グル ー プ(座席ごと) に分 グル ー プ 〔言語事項〕

かれ る
○ ( 1 ) 語桑につ

･ 白紙に貼付してい く いて の指導

: メンバ
ー の語を見て思い つ いたもの も書い 第 2 学年 .

て貼付する(付隻の色を変えて区別する) 第 3 学年

⑤集めた形容詞の グル
ー プ分けを行う 指導事項ウ
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･ 辞書で確認しながら正 しくない ものは除外

してい く

⑥グル
ー プの ワ ー

クシ
ー

トを黒板に掲宗し､

全体で確認する

話し合い

相互批評

グル ー プ

クラス

⑦感想､ 評価

･ 個別にプリン トに記入 し提出.

振り返り

･

で きるだけ多くの 形容詞

く第2 時〉

話し合い

クラス

個別

個別

個BFj

グル ー プ

･

正 しくか つ

①前時に回収した個別の プリントとグル
ー プ 効果的に形

の ワ
ー

ク シ
ー

トにつ い て , 簡単にコ メン ト 容詞を用い

を述べ る て文章を書

② 『旅の絵本』 のカラ ー

コ ピ ー を掲示○ くことがで

･

形容詞を探すための , 自分の好きな場面を

選択する○

③できるだけ多くの形容詞を発見する○

きる

学習指導要領

を発見し, 書き出せる

･

形容詞 を用い て , 正 しく

･ モノ ト
ー

ン で印刷されたプリン トとワ
ー

ク 〔言語事項〕

シ
ー

トに書き込んでいく○ ( 1 ) 語真につ

･
一

つ の場面に複数の形容詞でもよい ○
い て の指導

かつ効果的に短作文が書 ④形容詞を用いて短作文を行う○ 第2 学年 .

ける ･ 発表に値する言葉で あるかどうかを考えて 第3 学年

選択する○

⑤グル ー プで代表を選抜し発表する○

指導事項ウ

･ . できれば
一

つ にしばる○ 相互批評

⑥感想､ 評価

･ 個別にプリン トに記入 し提出

振り返り

4 . 2 . 3 . 成果と課題

文法の授業はともすれば無味乾燥になりがちで , 生徒からも敬遠さ叫て しまう傾向にあるが , 今回は特設授業

であ っ た こともあり, まず興味関心の向き方が大きく違っ た｡ 生徒は第1 時の導入から集中して取り組み, 最後

まで意欲を持ち続けていた｡

品詞の特性や文における役割理解に重点が置かれる中で , 形容詞という ⊥ つ の 品詞 を取り上げて ､ そ の機能や

役割を実感する体験は特殊なも
■
の であり, 意欲付けとしては成功したと思われる｡ 授業の 工夫につ い て以下に述

べ る｡

まず､ 導入として美しい富士山の写真を見て短作文を行い , 形容詞を 一

切排除した例文と比較するこ とで , 形

容詞の働きの重要性を情緒的な部分か らも実感させた｡ そ こから形容詞の機能を確認し､ 分類してい く活動にス

ム ー ズに進む ことができた｡ 第1 時を踏まえて ,
『旅の絵本』 の 中の場面か ら形容詞 を探し出す活動を行っ たが ,

カラ ー

コ ピ ー を提示 したことで美しい絵本である ことが生徒の心に響いた こと､ グル ー プで競わせた ことなども

功を奏し, 継続して高い集中力を示した｡ 色とりどりの付隻を用 いたり､ 単元名にも生徒が立ち止まるような名

付けを意識したり､ ワ ー

ク シ
ー

トにも生徒の生活罰吾にそ っ たもの も取り入れた｡ 文字からだけではなく ､ 視覚
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的, 情緒的なもの を意識的に組み込み, 多彩な活動を心がけた ｡

ただ, 実際には形容詞の獲得語嚢の増加 を生徒個々に具体的に定着させる ことがで きたかといえば, その機能

を正しく理解して用い る という ことも併せて詰めが甘か っ たと言わ ざるを得ない ｡ それは
一

つ には時間の 問題が

ある. 特設単元という ことで 2 時間で設定したが , 形容詞の確認と語嚢の獲得 , 適切な用法の 3 点をカバ ー する

には
, もう少し内容の精選が必要であり､ 時間がま っ たく足りなか っ た . 生徒ら耳精

一

杯取り組んだの で , そちら

の ロ スはほとんどなく ,
これは授業者の設計ミス で ある ｡ また ､ 形容詞の分類の段階で , その分類基準の提示が

なか っ た ことから作業が難しか っ た こと, 形容詞で あるか どうかの 正否につ いて の確認が辞書による生徒の自己

判断に委ね られた ことで､ ミ ス がいくつ か見られたこと､ 短作文の作成を生徒が楽しんで行えて いたの だが ､ 適

当な時間を確保する ことがで きず, 中途半端にな っ て しま っ た こと, いずれも改善の 工夫が要される課題で ある ｡

時間に余裕のある生徒に課 した形容詞を意識した散文の 創作は､ 数名の 生徒によ っ て自主学習の形 で後日提出

されたが ,

一

つ の 品詞から自ら学び考える可能性を示唆した実践であ っ たと考えて いる ｡

5 . 今後の課題

4 年間にわたり､ 形琴詞に着目した調査 , 集計, 分析, そ して授業実践を行 っ てきたわけであるが , こ の研究

を通して明らかにな っ て きたこ とは, 次の 3 点である｡

①児童 ･ 生徒の語糞力は, 形容詞でみる限り, 学年段階にふさわしい レベルに到達して いない ,
という

実態がある｡

②児童 ･ 生徒をめ ぐる言語環境は , 形容詞でみる限り, 語糞力の低下に拍車をかけでい る, という実態

がある｡

③語棄を増やす授業は､ 教材選びの工夫, 教材の提示方法の工夫, さらに , 活動の手だての 工夫により, 千

どもたちの学習意欲を引き出し, 言葉の表現性にまで 目を向けさせる ことが可能であると考える｡

しかし, これらの結論は,
,
形容詞 というひとつ の面からの分析である以上 , 今後の課題は,

･ 形容詞で行 っ たような調査 ･ 分析を, 他の品詞で も行っ てみ
′
る こと｡

･ 語糞指導の 時間を, 強化指導全体の中で ､ どの ように位置づけてい くのか ､ を検討して いく こと｡

の 2 点が残されて いる と考える ｡
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